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はしがき

初めに私の高校時代の英語の勉強について書きますと、

「ただ語句を規則に従って並べているだけのような気がして

実感がなく、このように勉強して本当に英語が身につくのだ

ろうか？」という漠然とした疑問を持ったりしていて、あま

り力が入りませんでした。二
は た ち

十歳のころ断片的ですが、英語

の科学論文を読んでいて科学用語ばかりの文の中で動詞の辺

りに触れますと、背景に人の気配を感じてうれしくなりまし

た。それは動詞の辺りにある書いた方の心の態度に触れたか

らなのだと思いました。このことが本書を執筆する発端とな

りました。

なお「心の態度」という言葉は「心的態度」ともいわれ、

第１章に出てきますが、文法用語です。この「心の態度」は

英語ではmoodですが、moodは心の中のことなので、本書の

表題に「ハート」を加えました。

第１章では私が高校時代に学習して印象に残っている 

Oscar Wilde（1854～1900）の『THE HAPPY PRINCE』の
中から簡単な文を引用し、文法上の主語、補語、目的語、直

説法、過去時制などの文法用語を用いて文の構成を考えなが

ら動詞を探究し、それらの動詞が定形動詞であることを説明

しようとしています。そこで、「文法上の主語と人称・数の

呼応があったり消失したりして、法・時制などを示している

動詞は定形動詞である」と述べています。そして文法上の主
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語と定形動詞との関係、次いで書き手が書いているときを現

在とする書き手の立場での文法上の主語と定形動詞との関

係、さらに、この童話に登場する‘I’の観点で文法上の
主語について説明しています。この章は少々理論的ですが、

短くてやさしいので簡単に読めます。

ちなみに Oscar Wilde は1854年にアイルランドのダブリン

で生まれました。父は耳および眼科の名医で飲酒癖があり、

アイルランドの文学と考古学に造詣が深かったようです。母

は古典語に通じ、詩を書いたそうです。彼は1871年ダブリン

のトリニティ・カレッジに入学し、1874年オックスフォード

のマグダレン・カレッジに進み、後に唯美運動の中心人物と

なりました。1884年結婚し、『THE HAPPY PRINCE』は『The 

Happy Prince and Other Tales』と題して1888年に出版されま

した（注）。彼は二人の息子に自作を読んで聞かせ、子供の

ような心を持った若い人や大人のために書いたと話したそう

です。

第２章では『THE HAPPY PRINCE』全文を形式段落ご
とに区切り、定形動詞の下に「番号」を付け、単語の下に発

音の一例を記しました。そこでは少し範囲を広げて、書き手

が書いているとき、あるいは話し手が話しているときを現在

とする書き手あるいは話し手の立場で定形動詞とその関連語

句について重点を置いて説明しました。多くは定形動詞とそ

の関連語句について、文法上の主語との関係を説明していま

す。そのように説明することで、英文の根底にあるものを理

解し、『THE HAPPY PRINCE』の英語の世界に入っていける
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ように試みました。

ところで言語は流動的ですので、定形動詞とその関連語句

の中に省略、代用、慣用などもありました。また定形動詞と

その関連語句について、節の中で、節と節の中で、あるいは

文脈の中で考えなくてはならない場合などもありました。そ

れから定形動詞を含んだ文が転じたり、もともと定形動詞の

ない文もありました。また主語が省略されている文もありま

した。この書き手あるいは話し手の立場での定形動詞とその

関連語句についての説明には、『新英語学辞典』（監修＝大塚

高信・中島文雄、研究社）などの文法書を参考にさせていた

だきました。

また、この章は前から訳していますので、順次解説文を読ん

でいきますと、英文が組み立てられ、意味が取れるようになっ

ています。部分訳では解説文の和訳をまとめ、自然な日本語を

目指しました。

私はこのように読むことによって簡単な英語を話したり書

いたりすることに確信が持てるようになり、英語の世界に入っ

ていきやすくなりました。本書は高校ぐらいの英語レベルで

基本的なことは一通り勉強したが、英語が自分のものになっ

ていないという方にもお勧めしたいです。

第３章では、この童話を原文だけで黙読したり音読したり

していただき、意味が取れないところはその部分の解説をお

読みいただきたいです。また以前にお読みになられた方も、

もう一度、名作に触れてはいかがでしょうか。私には像に

なった「幸福な王子」や「燕」のようにはとうてい生きられ
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ませんが、時折引き出しから取り出して読みたい一冊です。

筆者としては、読者の皆様が英語の世界に一歩踏み込んで名

作を味わってくだされば、という思いです。

なお私はこの原稿を仕上げるに際して何回も書き直し、そ

のたびにコピーをしました。夫にはよくこれに付き合っても

らい、本当にありがたかったです。出版は生前に間に合いま

せんでしたが、深く感謝しています。そして亡き祖母、亡き

両親に感謝します。

2011年３月

田村　和子

（注）英語の原文は『The Happy Prince AND OTHER TALES』（Oscar 

Wilde著、Everyman’s Library/Children’s Classics、1995年）から採用し

ています。また英文の形式に関しては『研究社新訳注双書THE HAPPY 

PRINCE & OTHER STORIES（幸福な王子　他４編）』（海老池俊治

訳注、研究社、1951年）他を参照しました。
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第１章　定形動詞について

定形動詞がどのような動詞であるかを説明するために、ま

ず『THE HAPPY PRINCE』の中から次の簡単な文を用い
て、それぞれの単語の品詞と意味を記します。

This was his courtship　, and   
代名詞 動詞 代名詞 名詞 接続詞

これ であった 彼の 求愛 そして

it lasted all through the summer  .
代名詞 動詞 副詞 前置詞 定冠詞 名詞　　

それ 続いた すっかり …じゅう その 夏

この文では、二つの単語を連ねて句 his courtship  と the 
summer  を作っています。

This　was　his courtship ,　and  
 句

it　lasted　all　through the　summer .
 句

句 the summer  は 前置詞 through  と密接に結びついてこ

11

第１章　定形動詞について
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第１章　定形動詞について

の句を大きくしています。

This　was his　courtship ,　and
 句

it　lasted　all through　the　summer .
 句

副詞 all  は 句 through the summer  を修飾しますので、all 
through the summer  となって、さらに大きな句になりま

す。

This　was his　courtship ,　and
  句

it　lasted all　through　the　summer .
 句

続いて、This  と was  と his courtship  の構成と、it  と 

lasted  と all through the summer  の構成を考えます。

前者において、This  は was  と三人称・単数で呼応して文

法上の主語となっています。was  は直説法（法とは物事の述

べ方を決定する心の態度、ないしはこれを示す語形変化）・

過去時制（時制とは動詞の時を表す形態）を示す要素と、

be（was  の原形）の二つの観点から分析できます。his 
courtship  は was  の叙述を完全なものにする補語です。



12 13

第１章　定形動詞について

後者においては、it  は lasted  と人称・数の呼応は消失し

ていますが、文法上の主語です。lasted  は直説法・過去時制

を示す要素と last（lasted  の原形）の二つの観点から分析で

きます。all through the summer  は「すっかり夏じゅう（夏

じゅうずっと）」という意味で、lasted  の目的語でもなく補

語でもありませんが、これを修飾する句です。

 This was his　courtship　,　and
 文法上の主語 直説法・過去 補語

  時制を示す要素

  be（wasの原形）

　　　
（呼応）

 it lasted all　through　the　summer　.

 文法上の 直説法・過去時制を 句

 主語 示す要素

  last（lastedの原形）

　　　　　　　　　　　
（修飾）

したがって、was  や lasted  はそれぞれの文法上の主語と

人称・数の呼応があったり消失したりして、法・時制などを

示しているので定形動詞です。

定形動詞とは文法上の主語によって限定されて、数・人

称・時制・法などを示す動詞の形であり、動詞の種類ではな

く、動詞の形態についての名称です。am、is、are、was、

▲

▲

▲
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▲

were / have、has、had / do、does、did / shall、

should / will、would / can、could / may、might /

must / ought / used なども定形動詞です。また isn’t、

couldn’t のような縮約形（短縮形）も定形動詞に含みます。
なお、これらの定形動詞とそれぞれの文法上の主語につい

ていえば、これらの定形動詞の直説法・過去時制を示す要素

が、それぞれの文法上の主語について過去の事実としての要

素を表している、ということです。このことは書き手が書い

ているときを現在とする書き手の立場から見ると、「それぞ

れの文法上の主語について過去の事実として述べている」こ

とです。

つまり、Oscar Wildeはこの童話に登場する‘I’の観点で、

それぞれの文法上の主語について過去の事実として書いてい

るのです。この文は「これが彼の求愛であった、そして、そ

れは夏じゅうずっと続いた」という意味になります。

 This was his　courtship　,　and
 文法上の主語 定形動詞 補語

  直説法・過去

  時制を示す要素

  be（wasの原形）

　　　
（過去の事実として

　　　　
述べている）
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▲

 it lasted all　through　the　summer　.
 文法上の 定形動詞 句

 主語 直説法・過去時制を

  示す要素

  last（lastedの原形）

　　
（過去の事実として

　　　
述べている）

この章では定形動詞について説明しようとしました。そし

て文法上の主語と定形動詞との関係、次いで書き手の立場で

の文法上の主語と定形動詞との関係、さらに、この童話に登

場する‘I’の観点で文法上の主語について説明しました。

次章では『THE HAPPY PRINCE』全文を形式段落ごと
に区切り、定形動詞の下に「番号」を付け、単語の下に発音

の一例を記しました。そこでは少し範囲を広げて、書き手が

書いているとき、あるいは話し手が話しているときを現在と

する書き手あるいは話し手の立場で、定形動詞とその関連語

句について重点を置いて説明し、多くは定形動詞とその関連

語句について、文法上の主語との関係を説明しています。そ

して全文を訳しました。そのように説明することで、英文の

根底にあるものを理解し、　『THE HAPPY PRINCE』の英語

の世界に入っていけるように試みました。

なお、これから原文を読み進めていきますが、書き手ある

いは話し手が「文法上の主語について過去の事実として述べ

ている」場合についてはここで詳しく説明しましたので、特
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に説明を要する場合を除き、冗長さを避けるため説明を省か

せていただきます。

また、この童話に登場する‘I’はこの童話を過去のこと

として書いていますので、書き手が文法上の主語について現

在の事実として述べていることはありません。そこで話し手

が「文法上の主語について現在の事実として述べている」場

合について説明しますと、話し手が話しているときを現在と

して物事をまるごと視野に入れるぐらいの時間の幅を持っ

て、文法上の主語について現在の事実として述べていること

をいいます。「文法上の主語について現在の事実として述べ

ている」場合についても特に説明を要する場合を除き、冗長

になるので説明を省きます。
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第2章
『THE HAPPY PRINCE』を

動詞に着目して読む
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第２章　『THE HAPPY PRINCE』を動詞に着目して読む
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第２章　『THE HAPPY PRINCE』を動詞に着目して読む

 [k$l6m] (1) [st@tƒu\]

 (2)

 (3)

 [s@faˆ6z] [rú\bi] (4) [s$\d hÌlt]

THE HAPPY PRINCE

（1）HIGH above the city は「市より上に高く（町の空高

く）」、on a tall column  は「高い円柱の上に」という意味で

ある。the statue of the Happy Prince  が文法上の主語であ

るので、stood the statue of the Happy Prince  は「幸福な王

子の像が立っていた」となる。

（2）〈be gilded with …〉で「…（金箔を）着せられる」、

all over  で「体じゅう」なので、He was gilded all over with 
thin leaves of fine gold  は「彼は体じゅう上質の金の薄い箔

はく

（薄い純金の箔）を着せられていた」となる。

（3）for eyes  は「両目のためには（両目には）」、he had 

HIGH above the city, on a tall column, stood the statue 

of the Happy Prince. He was gilded all over with thin 

leaves of fine gold, for eyes he had two bright 

sapphires, and a large red ruby glowed on his sword-hilt.
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